
インタビュー

信用共済部共済課 扇谷 優斗さん（22）
勤続：５年目
出身：えりも町（えりも高校卒）
趣味：スノーボード

えりも漁業協同組合

－７－

扇谷さんはどの様な仕事をしていますか？

私が所属する信用共済部共済課では、組合員様がケガや病気をしたり、所
有する建物が被害に遭われたり、交通事故を起こしてしまった時に備えて
当組合が取り扱う生命保険、火災保険、自動車保険などの加入、対応業務
をしています。保険への知識を深めることはもちろん、組合員様との信頼
関係が大切になるので、日頃から自分の顔や名前を覚えてもらえるよう努
力しています。

祖父と父が昆布漁や鮭の定置網漁を営んでいたため、昔から漁業というも
のが身近にあり、小さい頃は自分も漁師になりたいと思っていました。
ですが、高校生の時に本格的に自分の将来について考えたところ、漁師で
はなく、漁業者を支える仕事の方が向いていると思ったからです。

どうしてこの仕事を選んだのですか？

仕事で大変だったことはありますか？

近年自然災害での建物などへの被害が同じタイミングで発生することが
多く、業務量が一気に増えて大変です。でも保険金を払い終えた時に、
「保険に入っていて良かった」、「ありがとう」と契約者様に言われた
時は頑張ってよかったと思います。

日高沖は、寒流と暖流が交差する好漁場で、一年を通じて様々な魚種が漁獲
される豊かな海です。

令和６年の漁業生産は、生産量が約2万３千トン、生産額が約９９億円と
なっており、全国的に有名な日高昆布や
日本で最初のブランドサケ「銀聖」など
が水揚げされています。

特に、近年漁獲量が増加傾向にある
オオズワイガニは、安い値段で取引
されていることから、付加価値向上を
目的としたブランド化の動きが活発化
しています。

複合サービス業
（水産業）

令和６年漁業生産状況（日高振興局管内）
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出勤
・業務準備
・訪問先への連絡、外勤
休憩
・事務処理、外勤
業務終了

8:30～

8:45～
12:０0～
13:00～
17:00～

会社の方から

信用共済部長 工藤 昌広さん
勤続：36年目
出身：えりも町
趣味：スポーツ観戦

えりも漁業協同組合
［所在地］幌泉郡えりも町字本町182-2
［電話］01466-2-2211
［事業内容］販売、購買、信用、共済、加工事業など
［設立］2006年(3漁協合併) ［従業員数］60名
［HP］https://shop.jf-erimo.jp

えりも漁業協同組合は漁業者様が漁業を続けていく上で必要な支援をしている組合です。
えりも町周辺は漁業が盛んな地域のため、漁業が盛り上がることが地域産業の振興に直結する

ので、漁業者様のことを一番に考えて仕事をしています。
漁協と一言で言っても様々な分野の仕事があるので、自分にあった業務も必ずあると思います。
「今の業務に向いていない」と思っても、少し続けられれば全く違う分野の業務に異動するこ

とも出来るので、「人のためになりたい」という気持ちがあれば誰でも活躍できる職場だと思い
ます。

－８－

扇谷さんの一日

仕事をする上で大切にしていることを教えてください！

今の時代、保険にはたくさんの種類があり、安い保険料だったり、イン
ターネットで簡単に加入できるものも多いです。そんな中でも当組合の保
険を選んでくれた契約者様を守ることを一番に考え、仕事をすることを大
切にしています。

地元で働いていて良かったことはありますか？

知っている人が相手の仕事なのでとても働きやすく、やりがいを感じやす
いと思います。「大勢の誰か」ではなく、「その人のために」と自然と思
いながら働くことで、やる気につながります。

最後にこの仕事を考えている中学生、高校生へのメッセージをお願いします！

皆さんが思う漁協のイメージは市場で仕事をしている場面だと思います。
市場の仕事はたしかに一番主要な業務ですが、それ以外にも組合員様に対
する保険や、資金を貸したり、漁業をする上での許可を出したり、漁協の
経営の仕事など事務的な仕事もたくさんあります。年齢、性別関係なくコ
ミュニケーションも取りやすい職場です。漁業の総合的な知識を得られる
仕事だと思います。
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インタビュー

融資部経営相談課 東島 眞さん（24）
勤続：１年目
出身：京都府
趣味：読書

日高信用金庫

普段、どの様な仕事をしていますか？

私が所属する経営相談課では、主に中小企業の経営支援を行っています。
地元の信用金庫ならではですが、お客様それぞれの悩み事を解決できるよ
うに時間をかけてお客様と二人三脚で取り組んでいます。
時間をかけられることで少しのやりとりでは発見できない経営上の本質的
な問題に気づくことが出来ます。

元々、金融業に興味がありました。その中で、お客様との距離が近いこと、
地方の信用金庫がおこなっている企業支援に触れてみたいと思ったので、
この仕事を選びました。全国にある信用金庫から日高信用金庫を選んだの
は、面接の時の職員の印象が一番温かいなと感じたからです。

職場の雰囲気はどうですか？

融資部は男性6名、女性1名で構成されています。少人数ですが、とても
明るい職場です。入社以来、職場の人間関係で悩んだことはありません。
職場の全員が、「お預かりした大切な資金をご融資する」という重要な
仕事に深く関わる人間として、責任を持って仕事に取り組んでいます。

－９－

東島さんはどうしてこの仕事を選んだのですか？

金融業のお仕事は、経済の血液に例えられる「お金」を安心・安全に使えるよ
うにする役割を担っています。お店で買い物をする時や、会社から給与を受け
取る時、家や車を買うためのお金を借りる時など、日常生活の様々な場面を支
えています。

金 融 業

預金業務：会社や個人のお金を預かって安全に保管・管理する業務
融資業務：預かっているお金を他の会社や個人に貸し出す業務
為替業務：現金を持ち運ばなくても、安全に遠くに居る人にお金を届ける業務

（例：口座振込など）

金融業の主な業務



出勤
・メールや郵便など業務準備
・先方への連絡、回覧
休憩
・資料作り
・データ分析
勤務終了

8:25～

9:30～
11:30～
12:30～
15:00～
17:00

京都府から北海道(日高)に来てみてどうですか？

浦河に来る道中で自然がずっと続いていたのが最初の驚きでした。
日高は人混みもなく、高い建物も多くないこともとても新鮮な感覚です。
あらゆることが新鮮で日高の地域としての魅力を日々実感しています。

金融機関と聞くと、近寄りがたいような印象を持たれるかもしれませんが、
それは半分誤解です。もちろんお金を扱うので責任の重い仕事ですが、初
めから知識がないと出来ないということはありません。自分も就職すると
きに知識が十分に備わっていたという訳ではありません。職場研修や上司
の仕事を見て学んだり、教えてもらいながら日々勉強をしています。

最後にこの仕事を考えている中学生、高校生へのメッセージをお願いします！

会社の方から

融資部経営相談課長 柴崎 宏治さん
勤続：19年目
出身：広尾町
趣味：ゴルフ、野球

日高信用金庫
［所在地］浦河郡浦河町大通2丁目31番地の2
［電話］0146-22-4111
［事業内容］金融業
［設立］1921年 ［従業員数］130名
［HP］ https://www.shinkin.co.jp/hidaka/

「地域にとってなくてはならない信用金庫」を経営理念に掲げ、日高に住む方々、企業との預
金、融資などのお取引はもちろん、事業者支援や地域貢献事業にも力を入れている信用金庫です。
業界の中では小さな組織ですが、小さいからこそ、お客様や地域と近く深く関わることができる
ことが魅力だと思っています。創立100周年で掲げた「これまでもこれからもこのまちで」とい
う言葉を大切に、地域の方々や地元の中小企業の力になれるように日々心掛けています。
人のためになりたいという気持ちと向上心、好奇心があれば楽しく働けると思います。

－10－

仕事で大変なことを教えてください！

東島さんの一日

ＨＰ

まずはお客様との会話です。道外から来たこともあり、浜言葉などの方言に
全く馴染みがなかったので、お客様が何を伝えたいかを理解するのが最初と
ても大変でした。また、商売のあり方など自分が想像していたことと異なっ
ているところも多くあり衝撃を受ける毎日です。


